
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
 

　
　
　
設
置
し
ま
し
た
か

　
　
　
設
置
し
ま
し
た
か
?

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
 

　
　
　
設
置
し
ま
し
た
か
?

　
平
成
２０
年
６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
建
物
火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
う
ち
、

約
９
割
の
方
が
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
約
６
割
が
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、
火
災
の
発

生
時
間
は
、
午
後
１０
時
か
ら
翌
朝
の
６

時
ま
で
の
就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
火
災
の
発
生
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
る
『
逃
げ
遅
れ
』
に
よ
っ
て

毎
年
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
、

火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
 

煙
式
…
煙
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
入

る
と
音
や
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。
 

熱
式
…
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
周
囲
温

度
が
一
定
の
温
度
に
達
す
る
と
音
や
音

声
で
知
ら
せ
ま
す
。
 

※
一
般
家
庭
に
取
り
付
け
る
の
は
、
い

ち
早
く
火
災
の
発
生
を
お
知
ら
せ
す
る

「
煙
式
」
が
好
ま
し
い
で
す
。
 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
原
則
と
し
て
、

寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
段
に
は
、
必
ず

設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
取
り
付
け
方
法
も
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
左
図
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
 

な
ぜ
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

が
必
要
な
の
?

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
 

種
類
は
?

ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
?
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市
で
は
、
平
成
２２
年
３
月
に
、
八
潮
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
 

■
計
画
の
概
要
 

１
．
計
画
の
背
景
 

　
世
界
で
は
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
す

る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動

の
影
響
が
確
実
に
現
れ
て
い
て
、
人
類
存

続
の
基
盤
を
揺
る
が
す
よ
う
な
深
刻
な
地

球
環
境
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
市
役
所
全
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
行
政
が
率
先
し
、
積
極
的
か
つ
継
続

的
な
地
球
温
暖
化
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
 

２
．
計
画
目
的
 

　
実
行
計
画
は
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
市
役

所
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
、

吸
収
作
用
の
保
全
お
よ
び
強
化
の
た
め
の

措
置
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
「
八
潮
市
環
境
基

本
計
画
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
球
環
境

へ
の
負
荷
の
削
減
を
全
庁
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
率
先
し
て
地
球
環
境
を

ま
も
り
、
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
 

３
．
計
画
期
間
・
基
準
年
度
 

　
実
行
計
画
の
期
間
は
、
平
成
２２
年
度
か

ら
２７
年
度
ま
で
の
６
年
間
と
し
ま
す
。
 

　
実
行
計
画
の
基
準
年
度
は
、
平
成
２０
年

度
と
し
ま
す
。
 

４
．
対
象
範
囲
 

　
実
行
計
画
の
対
象
は
、
原
則
と
し
て
市

の
「
全
て
の
事
務
お
よ
び
事
業
」
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
施
設

管
理
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
委
託
業
者

に
対
し
て
は
、
協
力
を
求
め
ま
す
。
 

■
目
標
 

１
．
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
目
標
 

　
八
潮
市
役
所
に
お
い
て
は
、
世
界
や
国
、

県
の
一
員
と
し
て
、
２
０
５
０
年
を
見
据

え
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
世

界
、
国
な
ど
の
目
標
を
共
有
し
、
平
成
２７

年
度
末
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
目
標
を
、
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
す
。
 

【
目
標
値
…
８
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減
】
 

２
．
取
組
目
標
 

盧
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
配
慮
し
た

事
務
活
動
の
推
進
 

　
事
務
活
動
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
の
た
め
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
く
活
動
を
全
施
設
に
適
用
し
、

引
き
続
き
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。
 

・
電
気
使
用
量
、
燃
料
使
用
量
（
都
市
ガ

ス
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
灯
油
・
Ａ
重
油
・
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
）
…
１
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

削
減
 

・
グ
リ
ー
ン
購
入
実
施
率
…
１００
パ
ー
セ
ン

ト
 

【
削
減
可
能
量
…
１５１
・
０（
ｔ
│
Ｃ
Ｏ
２
／

年
）】
 

盪
施
設
の
新
設
・
更
新
に
あ
わ
せ
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
・
低
C
O
2

化
の
推
進
 

　
市
の
施
設
に
お
い
て
は
、
改
修
な
ど
の

機
会
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
画
的
な
導
入
を
図
り

ま
す
。
 

【
削
減
可
能
量
…
２５６
・
７
（
ｔ
│
Ｃ
Ｏ
２
 

／
年
）】
 

■
具
体
的
な
取
り
組
み
 

盧
職
員
に
よ
る
率
先
行
動
 

・
す
べ
て
の
課
・
施
設
で
の
オ
フ
ィ
ス
活

動
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
成
果
を
継
続
・
徹
底
し
、
省
エ
ネ
・

省
資
源
の
配
慮
、
緑
化
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
 

・
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
市
民
な
ど
に
対

し
て
模
範
と
な
る
よ
う
自
覚
を
持
ち
、
率

先
し
て
行
動
し
ま
す
。
 

盪
省
エ
ネ
設
備
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
 

・
す
べ
て
の
施
設
に
お
い
て
（
電
力
使
用

量
の
多
い
課
・
施
設
は
特
に
）
、
施
設
・

設
備
の
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
運

転
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
蛍
光
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
、
公
共
下
水

道
整
備
に
併
せ
た
浄
化
槽
の
削
減
、
省
エ

ネ
型
水
銀
灯
へ
の
切
り
替
え
な
ど
の
設
備

対
策
を
行
い
ま
す
。
 

・
改
修
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
た
省
エ
ネ

型
建
築
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
計
画
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。
 

・
今
後
の
設
備
の
拡
大
（
街
路
灯
増
設
な

ど
）
の
際
に
は
、
省
エ
ネ
型
の
も
の
を
採

用
す
る
配
慮
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
そ
の
際
、
国
や
県
な
ど
の
補
助
制
度
を

活
用
し
、
短
期
的
・
中
期
的
な
ス
パ
ン
で

の
費
用
対
効
果
の
確
保
に
配
慮
し
ま
す
。
 

蘯
市
役
所
の
事
務
事
業
に
お
け
る
低
炭
素

化
 

・
市
役
所
の
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
お
い

て
、
省
Ｃ
Ｏ
２

型
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
配
慮
を
織
り
込
む
こ
と
で
、
市
域
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
お
よ
び
吸

収
量
の
増
大
に
寄
与
し
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
 

・
さ
ら
な
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
活
用
を
研
究
し
ま

す
。
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
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蕁
　 

3
3
8

内 

〈取り付け位置〉 

〈取り付け場所〉 

天井取付の場合 壁面取付の場合 

壁から60cm 
以上離す 

天井から 
15cm～50cm以内 

照明器具からできるだけ 
離してください 

子ども部屋（寝室） 主寝室 

居間 台所 

階段 

寝　室 
就寝に使用する部屋の天井
または壁面に設置します。 

階　段 
就寝に使用する部屋がある階の階段の
踊り場の天井または壁面に設置します。 

台　所 
設置するよう努めて
ください（義務付け
ではありません）。 


